
   １０月は「世界食料デー」月間です。 

  10月16日は「世界食料デー」です。日本では2008年から「世界食料デー」のある10月を

「世界食料デー」月間とし、飢餓や食料問題について考え、解決に向けて一緒に行動する

月としています。世界では、すべての人が食べられるだけの食料が生産されているにも関わ

らず、9人に1人が十分に食べられていない状況にあります。国際社会は、2030年までに「飢

餓をゼロに」することを目標にしていますが、政治、教育、環境などさまざまな要因が絡み合

い、難しい問題になっています。昨年「バーチャルウオーター」で学んだように、日本は食料

を輸入する時に、産地の水や労働力も同時に輸入しています。また、日本は食料自給率が

３９％しかなく、これは先進国の中ではワースト１位です。また、「食べ残し」の問題や「フードバ

ンク活動」といった子どもたちの貧困問題もあります。 

「世界食料デー」月間の10月に、あなたも一緒に行動しませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

    

 

               

   

 

使用済み切手は、切手を収集する海外のコレクターの方々の協力によって換金され、

NPO 団体などを通じて、貧しい地域への医療活動など多くの人々の健康を守るために

使われています。本校では集めた使用済み切手を、一昨年「国際理解講演会」で来校し

ていただいたハンガー・フリー・ワールドさんへお送りし、飢餓に直面する人々の自

立支援など、飢餓のない世界をつくるための活動に協力したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

切手の切り方         

①切手は消印を切らずに、周りを１ｃｍくらい残して、切

って下さい。 

②汚れたり、破けたりしているものは対象になりません。 

             ③回収箱に入れてください。（職員室前） 

             ④たくさんある場合は、直接国際部へ持ってきてください。  

     〇使用済み切手活動に参加した人大募集！！ → 国際部・大石田まで 

                         

 

 

 １０月９日より新しい留学生３名が、１年生

と共に授業を受けています。１１月２日までの

滞在となりますが、日本の思い出をたくさん作

ってあげましょう。２９日より一週間の留学生

２名が２学年に加わる予定です。お楽しみに！ 

   【左から】 

  ジャン君（１年１組）・・フランス、モンペリエより 

  パンナさん（１年５組）・・ハンガリー、ブダペストより 

  アグスティナさん（１年４組）・・アルゼンチン、ブエノスアイレスより 

 

        

    

 １２日の芸術鑑賞会に併せて、対人地雷のレプリカを職員室

前に展示しています。「悪魔の兵器」と言われる地雷の恐ろし

さを理解し、戦争が生む悲劇に心を傾けてみましょう。 
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若者の特権は失敗できることです。多くの失敗や挫折に出会いながらも、その根

底にある本当の自分の願いや生き方に目覚めることに大きな意義があります。 

失敗を恐れずチャレンジしていきましょう。   《メッセージ・題字 矢森健一校長 》 

集めて送って国際協力！～使用済み切手活動 

 

 

 

留学生が来ています！！ 

 

 

 

対人地雷 展示中 

 

 

 


